
はじめに
米州、アジア太平洋地域、欧州の三極で、持ち回りで

開催される ITS 世界会議が、2021 年は欧州のハンブル

グで開催されました。第 27 回 ITS 世界会議の概要と会

議での当機構の活動などについて紹介します。

1 会議の概要
・期間：2021 年 10 月 11 日（月）～　10 月 15 日（金）

・会場：ハンブルグ（ドイツ）

　　　　 The Hamburg Messe and Hambrg Congress 

Center

・テーマ：“Experience Future Mobility Now”  

　　　　　―未来のモビリティを今すぐ体験―

参加国・地域数は 66 ヶ国・地域、参加者数は約

13,200 人でした。

２−１��開会式

開会式は、10 月11日に行われ、ドイツ連邦首相 Dr Angela 

Merke 氏、ハンブルグ市 市長%S�1FUFS�5TDIFOUTDIFS ɺࢯ

%(�.07&෭.BUUIFX�#BMEXJO ɺ日本から経済ࢯ

産業省 福永哲郎氏、アメリカから US DOT Kenneth 

Leonard 氏の挨拶がありました。
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写真１　会場外観

表１　過去の ITS 世界会議参加動向

2011
オーランド

2012
ウィーン

2013
東京

2014
デトロイト

2015
ボルドー

2016
メルボルン

2017
モントリオ
ール

2018
コペンハー
ゲン

2019
シンガポー
ル

2021
ハンブルグ

参加国数 59 ヶ国 91 ヶ国 60 ヶ国 57 ヶ国 102 ヶ国 73 ヶ国 54 ヶ国 96 ヶ国 90 ヶ国 66 ヶ国

会議
登録者数

6,510 人 10,000 人

3,700 人 2,462 人 3,871 人 非公表 非公表 約 2,400 人 約 3,100 人 約 15,000 人

展示会
来場者数 10,000 人 9,140 人 12,249 人 11,496 人 6,000 人 約 10,000 人 約 14,500 人 約 13,200 人

出展数 236 団体 345 団体 238 団体 330 団体 433 団体 278 団体 301 団体 400 団体 321 団体 198 団体

第27回  ITS世界会議ハンブルグ 2021
中村　徹

ITS・新道路創生本部
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２−２　セッション

ITS 世界会議ハンブルグ大会は、プレナリーセッショ

ンと政府関係者、研究者そして民間企業の技術者が発表

するエグゼクティブセッション、スペシャルイセッショ

ンやテクニカルセッションがあり、セッション数は 179

でした。

注目のセッションは CCAM（Connected, Cooperative 

and Automated Mobility）、自動運転シャトル（小型自

動運転バス）、MaaS で、CCAM と自動運転シャトルの

セッションはほぼ満席の状態で、多くの方が聴講されて

いました。

CCAM は自動運転の実用化に向けたプロジェクト内

容に注目があり、自動運転シャトル（小型自動運転バス）

は徐々に実運用され始めているので注目が集まっている

感じでした。MaaS はアプリの開発や導入事例の発表が

多く、MaaS アプリの利用者増を狙ったアピールが目立

ちました。

ハンブルグ市 市長
Dr Peter Tschentscher 氏

アジアパシフィックから
経済産業省大臣官房審議官

（製造産業局担当）
福永哲郎 氏

アメリカから
US DOT

Kenneth Leonard 氏

ドイツ連邦首相
Dr Angela Merke 氏

DG MOVE 副長官
Matthew Baldwin 氏

写真２　開会式のスピーチ

写真３　セッション会場

自動運転シャトルのセッション MaaS のセッション
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２−３　展示会場

展示は、ドイツ企業や欧州企業が多く、ITS America、

ERTICO、ITS Japan、ITS Korea、ITS 台湾などの各

国の ITS 機関や ITS 関連の民間企業が出展していまし

た。アジアからは日本、韓国そして台湾のみが出展し、

毎年出展している中国は不参加でした。中国で接種され

ているワクチンが欧州では認められていないため、中国

からの参加者もいませんでした。

一時期、展示で流行っていた VR の展示はほとんど無

くなり、モニターによる展示やソファーとテーブルを設

置した打ち合わせスペースのみの展示もありました。

日本ブースには、日本から 27 企業 ･ 団体（2019 年シ

ンガポール大会は 33 企業 ･ 団体）の展示がありました。

日本ブースの展示は、ITS Japan、内閣府、経産省、国

交省（道路局）、総務省、VICS、U 協、ITS Forum、

HIDO、ITS-TEA、DRM、NEXCO 東日本、NEXCO 中

日本、NEXCO 西日本、本四高速、首都高、阪神高速、

写真４　外国ブースその１

ITS 台湾ITS アメリカ ITS 韓国

写真５　外国ブースその２

ドイツEU ERTICO 北欧

写真６　日本企業ブース

パナソニッックホンダ 堀場製作所

写真７　日本ブース
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愛知製鋼、富士通、IHI、日立ソリューション、KDDI、

NEC、沖電気、 PTV ジャパン、住友電工、ZERO-SUM

が合同で出展しました。

２−４　デモンストレーション

今年の世界会議では、乗用車型の自動運転（高速道路、

市街地、駐車場）、自動運転シャトルと V2X のデモンス

トレーションなどが実施された。乗用車型の自動運転は

車単独のシステムで走行するレベル 2 とレベル 3 が実施

された。V2X のデモンストレーションは、5G を利用した

衝突注意情報やバスが自転車との衝突を避ける安全対策

が実施されました。自動運転シャトルは、小型の自動運

転バスで今までの自動運転とは異なり、GPS を利用せず

にデジタルマップと路車協調システムを利用して実施さ

れました。

ʢ̍ߴʣ ಓ࿏ࣗಈӡసʢ-�1JMPUʣ

・乗用車タイプ

デモンストレーションでは、体験運転、レベル 2 体験

乗車、レベル 3 体験乗車のどれか一つを体験することが

出来ました。走行ルートは事前にナビエーションでセッ

トし、車両のセンサー（LiDAR と RADAR）で周りの

状況を判断して走行、車線変更も自動で変更して走行し

ました。

自動運転は、高速道路の本線に入ったところから自動

運転に切り替わり、高速道路から外れると人が運転しま

す。自動運転に切り替わったかどうかは、メーターパネ

ルに自動操縦のマークが出たことで分かります。本線へ

の合流では自動操縦のマークは出ますが、人が操縦して

本線へ合流します。本線から離れる場合は自動操縦で車

線変更します。

L3Pilot の車両は、インフラ設備（路側側）からの情

報は信号情報と制限速度情報のみで、車線規制や工事情

報などの情報は得られないため、高速道路上で工事箇所

があると自動運転中でも人の介入が必要となります。

ʢ̎ʣ֗ தಓ࿏ࣗಈӡసʢ-�1JMPUʣ

・乗用車タイプ

走行ルートは事前にナビでセットして、車両のセンサ

ー（LiDAR と RADAR）で周りの状況を判断して走行し、

車線変更や交差点の右左折も自動で移動して走行します。

センサー類の数は高速道路の自動運転車よりも多く搭載

され、周りの状況を把握しています。自動運転の最高速

度は 45km/h で走行が可能となっています。インフラ設

備からの情報は、高速道路の自動運転と同様に信号情報

と制限速度情報のみです。

自動運転でさらに安全に走行するにはインフラ設備か

らの情報が必要なので、今後の課題はインフラ設備から

の情報収集（受信）とその活用方法とのこと。

ʢ̏ʣখࣗܕಈӡసόε

・�自動運転シャトル

（HEAT）

ハンブルグでは ITS 世

界会議に向けて自動運転シ

ャトル（小型自動運転バス）

の自動走行プロジェクトを

実施しました。このプロジ

ェクトの名称は HEAT プロ

ジェクトといい、Hamburg 

E l e c t r i c Autonomous 

Transportation の 頭 文 字

を取って HEAT としまし

た。

ハンブルグ市は HEAT
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写真8．ᡮ道路ᐯѣᢃ᠃ίL3Pilotὸ 

２－㸲 ࣔࢹンスࣞࢺーシࣙン 
今年の世界会議では、⏝㌴ᆺの自動運転㸦高速道路、ᕷ⾤地、㥔㌴ሙ㸧、自動運転シࣕࢺルとV2Xのࣔࢹン

スࣞࢺーシࣙン࡞がᐇされた。⏝㌴ᆺの自動運転は㌴༢⊂のシス࣒ࢸで㉮行するࣞ࣋ル2とࣞ࣋ル3がᐇ

された。V2X のࣔࢹンスࣞࢺーシࣙンは、5G を⏝した⾪✺ὀពሗࣂࡸスが自転㌴との⾪✺を㑊ࡅるᏳ

ᑐ⟇がᐇされた。自動運転シࣕࢺルは、ᑠᆺの自動運転ࣂスで今までの自動運転とは␗࡞り、GPSを⏝ࡎࡏ

にࢱࢪࢹル࣐ップと路㌴༠ㄪシス࣒ࢸを⏝してᐇされた。 
 

㸦1㸧高速道路自動運転㸦L3Pilot㸧 
・⏝㌴ࢱプ 

ࡇれか୍つを体㦂するル3体㦂㌴の࣋ࣞ、ル2体㦂㌴࣋ࣞ、ーシࣙンでは、体㦂運転ࣞࢺンスࣔࢹ

とがฟ᮶た。㉮行ルーࢺは前にࢼビ࢚ーシࣙンでࢭッࢺし、㌴୧のࢭンサー㸦LiDAR と RADAR㸧で࿘

りの≧ἣをุ᩿して㉮行、㌴⥺ኚ᭦ࡶ自動でኚ᭦して㉮行した。 
自動運転は、高速道路の本⥺にධったとࢁࡇから自動運転にษり᭰わり、高速道路からእれるとேが運転

する。自動運転にษり᭰わった࠺かは、࣓ーࢱーパネルに自動᧯⦪の࣐ーࢡがฟたࡇとでศかる。本⥺へ

のྜὶでは自動᧯⦪の࣐ーࢡはฟるが、ேが᧯⦪して本⥺へྜὶする。本⥺から㞳れるሙྜは自動᧯⦪で㌴

⥺ኚ᭦する。 
L3Pilot の㌴୧は、ンࣛࣇタഛ㸦路ഃഃ㸧からのሗはಙྕሗとไ㝈速ᗘሗのみで、㌴⥺つไࡸᕤ

ሗ࡞のሗはᚓられ࡞いたࡵ、高速道路ୖでᕤ⟠ᡤが࠶ると自動運転中でࡶேの介ධがᚲせと࡞る。 
 

  

 
 

 
 

LiDAR 

๓ᚋ䠇ᕥྑ䛻LiDAR䛸RADAR 

LiDAR 

⮬ື᧯⦪ྍ⬟䝬䞊䜽 

写真８　高速道路自動運転（L3Pilot）
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プロジェクトのための資金として 370 万ユーロ（公的資

金）を用意し、公共交通会社が 150 万ユーロを負担して、

合計 520 万ユーロ（約 7 億円）の資金で HEAT プロジ

ェクトが実施されました。プロジェクトのパートナーは、

HOCHBAHN（公共交通会社）、iav（車両、自動運転シ

ステム）、シーメンスモビリティ（充電システム、イン

フラ設備）、hySOLUTIONS（電気や水素電池などの次

世代エネルギーの管理会社）、IKEM（気候保護、エネ

ルギー、モビリティ研究所）、ドイツ航空宇宙センター

（DLR）です。

自動運転の仕組みは、デジタ

ルマップを元に建物や信号機な

どの支柱を目印にして走行ルー

トを判断し、周りの状況を車両

に搭載されたカメラ、RADAR

そして LiDAR で測定して自動

走行し、交差点の人や自転車の

状況をインフラ設備（RADAR

と LiDAR）で収集し、路側に設

置されたアンテナで自動運転シ

ャトルに送信してより安全な自動走行を実現しています。

また、車両やインフラ設備から収集したデータを管理す

るセンターが設けられ、車内アシスタントが操作した状

況をセンター側でソフトの更新（アップデート）をして

車両に送信します。この様にソフトを書き換えて、路側

に止まった車両の回避を何度も経験すること（ソフトの

修正・改善）によって、自動で回避できるようになりま

す。
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写真9．ᘑɶ道路ᐯѣᢃ᠃ίL3Pilotὸ 

㸦2㸧⾤中道路自動運転㸦L3Pilot㸧 
・⏝㌴ࢱプ 

ࡇれか୍つを体㦂するル3体㦂㌴の࣋ࣞ、ル2体㦂㌴࣋ࣞ、ーシࣙンでは、体㦂運転ࣞࢺンスࣔࢹ

とがฟ᮶た。㉮行ルーࢺは前にࢼビ࢚ーシࣙンでࢭッࢺし、㌴୧のࢭンサー㸦LiDAR と RADAR㸧で࿘

りの≧ἣをุ᩿して㉮行、㌴⥺ኚ᭦ࡶ自動でኚ᭦して㉮行した。 
 
㉮行ルーࢺは前にࢼビでࢭッࢺして、㌴୧のࢭンサー㸦LiDAR と RADAR㸧で࿘りの≧ἣをุ᩿して

㉮行し、㌴⥺ኚ᭦ࡸ交ᕪⅬのྑᕥᢡࡶ自動で⛣動して㉮行する。ࢭンサー㢮のᩘは高速道路の自動運転㌴よ

りࡶከࡃᦚ㍕され、࿘りの≧ἣをᢕᥱしている。自動運転の最高速ᗘは45km/hで㉮行がྍ⬟と࡞っている。 

 。る࠶タഛからのሗは、高速道路の自動運転と同ᵝにಙྕሗとไ㝈速ᗘሗのみでࣛࣇン
自動運転でさらにᏳに㉮行するにはンࣛࣇタഛからのሗがᚲせ࡞ので、今後のㄢ㢟はンࣛࣇタഛ

からのሗ㞟㸦ཷಙ㸧とその活⏝᪉ἲとのࡇと。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LiDAR 
GPS 

๓ᚋ䠇ᕥྑ䛻LiDAR䛸RADAR 

Lidar䛸RADAR䛷࿘䜚䛾㌴୧

䜔ಙྕ䜢ᢕᥱ 
㉥䛔⥺䛿㐍⾜᪉  ྥ

写真９　街中道路自動運転（L3Pilot）
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写真10．ٻᐯѣᢃ᠃ἢス 

㸦3㸧ᑠᆺ自動運転ࣂス 
・自動運転シࣕࢺル㸦HEAT㸧 

ではࢡンブルࣁ ITS世界会議にྥࡅて自動運転シࣕࢺル㸦ᑠᆺ自動運転ࣂス㸧の自動㉮行プロࢺࢡ࢙ࢪを

ᐇした。ࡇのプロࢺࢡ࢙ࢪのྡ⛠は HEAT プロࢺࢡ࢙ࢪといい、Hamburg Electric Autonomous 
Transportationの㢌文Ꮠを取ってHEATとした。 
ᕷはࢡンブルࣁ HEAT プロࢺࢡ࢙ࢪのたࡵの㈨㔠として 370 ࣘーロ㸦බⓗ㈨㔠㸧を⏝ពし、බ共交通

会社が150 ࣘーロを㈇ᢸして、ྜィ520ࣘーロ㸦⣙7൨㸧の㈨㔠でHEATプロࢺࢡ࢙ࢪがᐇされ

た。プロࢺࢡ࢙ࢪのパーࢼࢺーは、HOCHBAHN㸦බ共交通会社㸧、iav㸦㌴୧、自動運転シス࣒ࢸ㸧、シー

࣓ンスࣔビࣜࢸ㸦㟁シス、࣒ࢸンࣛࣇタഛ㸧、hySOLUTIONS㸦㟁ẼࡸỈ⣲㟁ụ࡞の次世௦࢚ネル

ー.(DLR)ࢱンࢭᏱᐂ✵⯟ࢶࢻ、ᡤ㸧✲◊ࢸー、ࣔビࣜࢠネル࢚、ーの管理会社㸧 、IKEM㸦Ẽೃಖㆤࢠ
です。 
自動運転の組みは、ࢱࢪࢹル࣐ップをඖにᘓ≀ࡸಙྕ機࡞のᨭᰕを┠༳にして㉮行ルーࢺをุ᩿し、

࿘りの≧ἣを㌴୧にᦚ㍕された࣓ࣛ࢝、RADAR そして LiDAR で ᐃして自動㉮行し、交ᕪⅬのேࡸ自転

㌴の≧ἣをンࣛࣇタഛ㸦RADAR と LiDAR㸧で㞟し、路ഃにタ⨨されたンࢼࢸで自動運転シࣕࢺル

に㏦ಙしてよりᏳ࡞自動㉮行をᐇ⌧している。また、㌴୧ࡸンࣛࣇタഛから㞟したࢹーࢱを管理する

㸧をしࢺーࢹップの᭦᪂㸦ࢺࣇࢯーഃでࢱンࢭが᧯సした≧ἣをࢺンࢱシスられ、㌴ෆࡅーがタࢱンࢭ

て㌴୧に㏦ಙする。ࡇのᵝにࢺࣇࢯを᭩ࡁ࠼て、路ഃにṆまった㌴୧の回㑊をఱᗘࡶ⤒㦂するࡇと㸦ࣇࢯ

 。る࡞に࠺るよࡁのಟṇ・ᨵၿ㸧によって、自動で回㑊でࢺ
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

   
 
 
 

Ṟɲṟ路֥ͨṠセンἑーầẸủẹủᡲઃ 

 

LiDAR 

RADAR 

䜰䞁䝔䝘 

写真 10　小型自動運転バス
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２−５　閉会式

10 月 15 日の午前に閉会式が行われました。

閉会式では技術論文の優秀者発表、2022 年のロサン

ゼルス大会、2023 年の蘇州大会の紹介が行われました。

最後には恒例のパッシング・ザ・グローブパッシングで、

今大会の委員長から次回ロサンゼルス大会の委員長へ地球

儀を模した ITS 世界会議のシンボルが手渡されました。

写真 11　 パッシング・ザ・グローブセレモニー  
ロサンゼルス へ

HIDOの活動
当機構は、国土交通省道路局、DRM、ITS-TEA、東日

本高速道路、中日本高速道路、西日本高速道路、首都高

速道路、阪神高速道路、本四高速と共同で、道路グルー

プとして映像及びパネルを中心とする展示を行いました。

道路局からは自動運転と ETC2.0 サービスの取り組み

について映像およびパネル、道路会社からは各社の ITS

の取り組みについてのパネル、関係団体からは ETC2.0、

国際標準化活動そして道路管理の取り組みについてパネ

ルで紹介されました。

おわりに
ITS 世界会議ハンブルグ大会を振り返ってみると、セ

ッションでは CCAM、自動運転シャトル、MaaS、デジ

タルインフラに注目がありました。自動運転シャトルは

ハンブルグ市も参加し、デジタルマップや路車協調を活

用した今までにない自動運転でした。

3

4
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写真11．パッシング・ザ・グローブセレモニー 

ロサンゼルス へ 

写真12．道路ブースと展示パネル 

２－５ 閉会式 
10月15日の午前に閉会式が行われました。 
閉会式では技術論文の優秀者発表、2022 年のロサンゼルス大会、2023

年の蘇州大会の紹介が行われました。 
最後には恒例のパッシング・ザ・グローブパッシングで、今大会の委員

長から次回ロサンゼルス大会の委員長へ地球儀を模したITS世界会議のシ

ンボルが手渡されました。 

 
３．HIDOの活動 
当機構は、国土交通省道路局、DRM、ITS-TEA、東日本高速道路、中日本高速道路、西日本高速道路、首都

高速道路、阪神高速道路、本四高速と共同で、道路グループとして映像及びパネルを中心とする展示を行った。 
道路局からは自動運転とETC2.0サービスの取り組みについて映像およびパネル、道路会社からは各社の ITS

の取り組みについてのパネル、関係団体からは ETC2.0、国際標準化活動そして道路管理の取り組みについてパ

ネルで紹介された。 
 

 
 

  
 

 
 
 

高速道路会社  展示パネル 

一般財団  展示パネル 道路局 展示パネル 

道路局 展示パネル 

写真 12　道路ブースと展示パネル
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